
 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画に関する意識調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１０月 

智 頭 町 



 

 第５次智頭町男女共同参画プランを策定するにあたり、意識調査を実施しました。 

 

１．調査の目的 

  町民の皆さまの男女共同参画社会づくりに関する意識の実態を把握し、「第５次智頭町男女

共同参画プラン」の基礎資料とする。 

 

２．調査項目 

  ・男女平等について 

  ・家庭生活について 

  ・就労について 

  ・地域・職場・家庭・防災における意識・考え方について 

  ・男女間における暴力について 

  ・今後の課題と取組方策について 

  ・あなた自身のことについて 

 

３．調査期間 

  令和７年２月２０日～令和７年３月２１日 

 

４．調査の対象 

  智頭町内に居住する満１８歳以上の男女 

  住民基本台帳から、男女別に配慮しながら６００人を無作為に抽出（２月１７日現在で抽

出） 

 

５．調査方法 

  郵送配布・郵送回収 
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【あなた自身のことについて】 

① あなたの性別は。（戸籍上の性） 

・男性 １０１人  ・女性１１３人   計２１４人 

② あなたの年齢はおいくつですか。 

・１８～２９歳 １７人 ・３０～３９歳 ２０人 ・４０～４９歳 ３２人 

・５０～５９歳 ３９人 ・６０～６９歳 ５５人 ・７０歳以上 ５１人 

③ あなたと世帯を同じくする人すべてに〇をつけてください。 

・なし  １０．７％ ・配偶者   ６５．４％ ・子ども ３８．３％ 

・親   ３５．５％ ・きょうだい １０．７％ ・孫    ６．１％ 

・祖父母  5．６％ ・その他    ４．２％ 

男女平等について 

問１ 次のような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

① ～⑦の項目それぞれについて、あてはまるもの１つを選んでください。 

 

(％) 

  男性のほう

が優位 

どちらかと

いうと男性

のほうが優

位 

平等 どちらかと

いえば女性

のほうが優

位 

女性のほ

うが優位 

わからな

い 

記入なし 

学校教育で 1.4 10.3 65.4 1.9 

 

18.2 2.8 

職場で 9.4 45.3 28 3.3 

 

9.8 4.2 

家庭生活で 9.4 35.5 42.1 3.3 1.9 4.2 3.6 

町内会や地域で 20.6 45.8 23.8 

  

7 2.8 

政治、施策等決定 27.6 42.1 15 

  

10.3 5 

法律や制度の上で 12.6 34.6 33.2 3.3   14 2.3 

慣習しきたりなど 20.6 52.8 11.7 0.5   9.8 4.6 

0

10

20

30

40

50

60

70

学校教育で 職場で 家庭生活で 町内会や地域で 政治、施策等決定 法律や制度の上で 慣習しきたりなど

（％） 男女平等について

男性のほうが優位 どちらかというと男性のほうが優位

平等 どちらかといえば女性のほうが優位

女性のほうが優位 わからない

記入なし
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問２ あなたは、男女共同参画社会を実現していくため、また、お互いが平等な立場で協力し

あっていくためには、どんなことが大切だと思いますか。次の中から３つまで選んでくだ

さい。 

 ※男女共同参画社会とは男女が対等にあらゆる分野に参加し、活動する機会が確保され、政

治的、経済的、社会的、文化的に利益を享受することができ、ともに責任を担うべき社会

です。 

 

 

家庭生活について 

問 3 「男性は外で働き、女性は家庭を守る」という考え方について、あなたはどう思います

か。１つを選んでください。 

 

 

36.5

18.7

59.8

72.4

30.9

36

1.9

0 20 40 60 80

男性が意識改革を行う

女性が意識改革を行う

社会的慣習・風潮を改める

男女がお互いに個性・能力を認め合う

法律や制度の面で改善を行う

あらゆる分野に積極的に参画できる環境整備を行う

その他

（％）

男女共同参画社会を実現するため、どんなことが大切か

1.9

16.3

29.4

30.4

20.1

1.9

0 5 10 15 20 25 30 35

賛成

どちらかというと賛成

どちらかというと反対

反対

わからない

記入無し

（％）

家庭生活について
男性は外で働き、女性は家庭を守るという考え方についてどう思いますか？
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問 4 単身世帯以外の人におたずねします。次のような家庭の仕事は、どなたが担当されてい

ますか。①～⑩の項目それぞれについて、あてはまるもの１つ選んでください。 

 

 
(％) 

  
ほとん

ど自分 

どちらか

といえば

自分 

夫婦が同

じ程度 

どちらか

といえば

配偶者 

ほとんど

配偶者 
家族 

該当しな

い 
記入無 

食事のした

く 
5.9 5 6.9 15.8 28.7 20.8   19.6 

食事の片付

け 
6.9 9.9 8.9 20.8 19.8 17.8   15.9 

洗濯 5.9 3 10.9 11.9 33.7 20.8   13.8 

掃除 6.9 4 9.9 16.8 27.7 18.8   15.9 

日常の買い

物 
4 6.9 18.8 13.9 21.8 14.9 1 18.7 

育児   1 7.9 10.9 15.8 10.9 33.7 19.8 

看護・介護 3 3 6.9 9.9 10.9 13.9 27.7 24.7 

地域活動等 28.7 17.8 9.9 4 5 11.9 2 20.7 

子どもの学

校等 
4 5.9 11.9 7.9 6.9 7.9 33.7 21.8 

保育園等送

迎 
4 1 5.9 5 10.9 8.9 41.6 22.7 

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

食事のしたく 食事の片付け 洗濯 掃除 日常の買い物 育児 看護・介護 地域活動等 子どもの学校等 保育園等送迎

（％）

家庭の仕事の役割分担（男性）

ほとんど自分 どちらかといえば自分 夫婦が同じ程度 どちらかといえば配偶者

ほとんど配偶者 家族 該当しない 記入無
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(％) 

  
ほとんど

自分 

どちらか

といえば

自分 

夫婦が同

じ程度 

どちらか

といえば

配偶者 

ほとんど

配偶者 
家族 

該当しな

い 
記入無 

食事のした

く 
49.6 9.7 5.3 3.5 0.9 15 0.9 15.1 

食事の片付

け 
42.5 21.2 3.5 4.2 1.8 10.6 0.9 15.3 

洗濯 47.8 11.5 3.5 2.7 4.4 14.2 0.9 15 

掃除 46.9 16.8 4.4 3.5 2 10.6 0.9 15.1 

日常の買い

物 
45.1 14.2 6.2 1.8   13.3 0.9 18.5 

育児 15 15.9 7.1     1.8 42.5 17.7 

看護・介護 22.1 5.3 7.1 1.8   6.2 39.8 17.7 

地域活動等 10.6 6.2 12.4 18.6 17.7 16.8   17.7 

子どもの学

校等 
9.7 11.5 8.9 3.5 0.9 5.3 42.5 17.7 

保育園等送

迎 
9.7 8 6.2 6.2   2.7 50 23.4 

 

0

10

20

30

40

50

60

食事のしたく 食事の片付け 洗濯 掃除 日常の買い物 育児 看護・介護 地域活動等 子どもの学校等 保育園等送迎

（％） 家庭の仕事の役割分担（女性）

ほとんど自分 どちらかといえば自分 夫婦が同じ程度 どちらかといえば配偶者

ほとんど配偶者 家族 該当しない 記入無
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問 5 現在の分担を全体的にみて、あなたは満足していますか。あてはまるもの１つ選んでく

ださい。 

 

 

就労について 

問６ 女性の働き方について、あなたはどう思いますか。あてはまるものを３つまで選んでく

ださい。 

 

 

 

18.8

38.6

7.9

20.8

14
11.5

24.8

19.5

12.4

21.3

10.5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 どちらともいえない 記入無

（％） 役割分担に対する満足度

男性 女性

2

11.9

17.8

41.6

58.4

15.8

1.8

7.1

18.6

45.1

61.9

18.6

0 10 20 30 40 50 60 70

女性は仕事を持たないほうがよい

結婚するまでは仕事を持つ方がよい

子どもができるまでは仕事を持つ方がよい

子育ての時期だけ仕事を一時辞め、子供が大きくなったら仕事を持つ方が

よい

ずっと仕事を持ち続ける方がよい

その他

（％）

就労について
女性の働き方についてどう思いますか。

女性 男性
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問７ 女性が結婚・出産・育児や介護などによって退職をせずに働き続けるためには、どのよ

うなことが必要か次の中から３つまで選んでください。 

 

 

問 8 男女が対等に働くために、どのようなことが必要か次の中から３つまで選んでくださ

い。 

 

 

 

60.4

25.7

28.7

18.8

22.8

10.9

48.5

36.6

5

59.3

25.7

22.1

34.5

36.3

8.8

46.9

35.4

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70

夫（パートナー）の理解や家事。育児などへの参加

夫（パートナー）以外の家族の理解や家事・育児などへの参加

保育施設や児童クラブなどの子育て支援サービス充実

福祉施設など介護サービスの充実

短期間正社員制度、フレックスタイム制度の導入

テレワーク制度などの導入

経営者や職場の理解

育児介護休業など休暇制度の充実

その他

（％）

女性が結婚・出産・育児や介護などの理由で退職せずに働き続けるためには。

女性 男性

41.6

16.8

59.4

41.6

18.8

23.8

38.6

7.9

3

7.9

5

46

8.8

69.9

53.1

22.1

27.4

32.7

1.8

2.7

3.5

0.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

給料や昇給など男女格差の解消

女性の管理職への登用

結婚や出産に関わらず働き続けられるよう環境整備

男女ともに育児・介護休暇取得

職場におけるハラスメントをなくす

パートタイマーなど給与・勤務条件の改善

男女ともに能力を発揮できる配置

女性の雇用を拡大する

教育・研修を受ける機会を平等にする

イクボス、ファミボスなどリーダーを置く

そのほか

（％）

男女が対等に働くためにどのようなことが必要か。

女性 男性
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地域・職場・家庭・防災における意識・考え方について 

 

問 9 生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度についておたずねし 

   ます。 

 

（Ａ）あなたの希望に最も近いものを１つ選んでください。 

 

     

（Ｂ）あなたの現実（現状）に最も近いものを１つ選んでください。 

 

 

17.8

47.5

5

21.8

5
2.9

11.5

45.1

1

30.1

10.6

1.7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

仕事を優先したい 家庭生活を優先したい 地域活動を優先したい 個人の生活を優先したい わからない 記入無
（％）

生活の中で「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度

（希望）

男性 女性

37.6

30.7

3

19.8

6.9

2

26.5

42.5

15 14.2

1.8

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

仕事を優先している 家庭生活を優先している 地域活動を優先している 個人の生活を優先している わからない 記入無
（％）

生活の中で「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度（現実）

男性 女性
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問 10 問９の質問で（A）希望と（B）現実が同じ答えになるためには、どのようなことが必 

要だと思いますか。次の中から３つまで選んでください。 

 

問 11 町内会長や区長、公民館長、PTA 会長などの役員について、女性に伺います。あなた

が役員に推薦されたら引き受けますか。１つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

42.6

13.9

21.8

32.7

18.8

13.9

20.8

30.7

8.9

57.5

15.9

25.7

27.4

26.6

8.9

27.4

23.9

5.3

0 10 20 30 40 50 60 70

労働時間短縮、時間単位で有給など制度の充実

育児、介護、看護休暇制度の充実

育児、介護、看護休暇休業中の手当の充実

男性が育児、介護、看護休暇制度を取得しやすい職場づくり

男性が家事や子育てへ積極的に取り組むよう考えを改める

保育所、放課後児童クラブの充実

介護施設、介護サービスの充実

ワークライフバランス推進

その他

（％）

理想と現実が同じ答えになるために必要なこと。

女性 男性

15

81.4

3.6

役員（町内会長、公民館長、PTA会長等）に推薦されたら引き

受けるかどうか。（女性のみ回答）
（％）

引き受ける 断る 回答なし
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問 12 問 11 で断るを回答した人におたずねします。その理由は何ですか。あてはまるもの

を３つまで選んでください。 

 

 

 

問 13 災害時の長期間にわたる避難運営などにおける女性の参画について、女性の視点から

災害に備えるために今後どのようなことが必要か次の中から３つまで選んでください。 

 

5.3

46.5

25.7

51.3

41.6

9.7

4.4

4.4

0 10 20 30 40 50 60

家庭の協力が得られないから

自信がないから

役員の仕事に時間をとられるから

リーダー的役割は自分に合わないから

役職につく知識や経験がないから

仕事へ支障がでる、職場の理解が得られないから

役員は男性がやるイメージがあるから

その他

（％）

役員を断る理由は何ですか。
（女性のみ回答）

40.7

34.5

67.3

20.4

58.4

17.7

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

避難所の運営に女性も参画できるようにする

防災活動や訓練に取り組む

備蓄品について、女性や介護者、障がい者の視点を入れる

防災で活躍する女性リーダーを育成する

日頃から地域でつながりを大切にする

日頃から男女共同参画の視点を持つ

その他

（％）

災害時の長期間にわたる避難所運営などにおける女性の参画につい

て、どのようなことが必要か。
（女性のみ回答）
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問 14 「選択的夫婦別姓」について、あなたはどう思いますか。１つ選んでください。 

 

 

 

男女間における暴力について 

問 15 配偶者やパートナーあるいは恋人から身体的・精神的な暴力を受ける「ドメスティッ

ク・バイオレンス（ＤＶ）」に関して、被害を受けたことがありますか。あてはまるもの

をすべて選んでください。 

 

 

 

47.5

41.6

10.9

62.8

31.9

5.3

0

10

20

30

40

50

60

70

賛成 反対 記入無 （％）

「選択的夫婦別姓」についてどう思いますか。

男性 女性

1

3

3

5.9

1

5

5.3

14.2

2.7

3.5

2.7

5.3

14.2

0 2 4 6 8 10 12 14 16

殴られたり、蹴られたり、物で殴られたり、物を投げつけられた

大声で怒鳴られたり、命令されたりした

恐怖を感じる脅迫をされた

友人と付き合いを干渉されたり、外出や電話を制限された

生活費を渡されない、お金を自由に使えないようにされた

性的な行為を強要された

その他

（％）

男女間における暴力
配偶者やパートナーから身体的、精神的な暴力を受けたことがありますか。

女性 男性
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問 16 被害を受けた時、だれかに相談しましたか。また、被害を受けたことのない人はだれ

に相談したいですか。あてはまるものを選んでください。 

 

問 17 どこ（だれ）にも相談しなかった、または、相談したくないのは、なぜですか。あて

はまるものをすべて選んでください。 

 

13.9

6.9

3

2

6.9

2

5

3

2

8.9

15.9

23.9

3.5

3.5

6.2

1.8

5.3

6.2

4.4

10.6

0 5 10 15 20 25 30

家族や親せき

友人・知人

町の相談窓口

県や国の相談窓口

警察

民生委員

民間の専門家や専門機関

医療関係者

その他

どこにも相談しなかった、したくない

（％）

男女間における暴力
被害を受けた時、誰かに相談しましたか。受けたことのない人は誰に相談したいですか。

女性 男性

5

5

6.9

7.9

4

3

7.9

1

3.5

0.9

2.7

5.3

0.9

3.5

1.8

2.7

3.5

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

どこにも相談してよいかわからなかった

恥ずかしくて誰にもいえなかった

人に相談することに抵抗があった

相談しても無駄だと思った

相談したことがわかると、もっとひどい暴力を受けると思った

加害者に「誰にも言うな」と脅された

自分が我慢すれば何とかやっていけると思った

他人を巻き込みたくなかった

相談するほどのことではないと思った

その他

（％）

男女間における暴力
どこにも相談しなかった、相談したくないのはなぜですか。

女性 男性
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問 18 男女間における暴力をなくすためには、何が必要だと思いますか。次の中から３つま

で選んでください。 

 

問 19 ハラスメント（セクシャルハラスメント、パワーハラスメント、マタニティハラスメ

ントなど）に関して、被害を受けたことがありますか。あてはまるものをすべて選んで

ください。 

 

35.6

35.6

21.8

54.5

9.9

53.1

50.4

20.4

61.9

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70

家庭で親や家族が子供に、暴力を防止するための教育を行う

学校で児童、生徒、学生に、暴力を防止するための教育を行う

広報。啓発活動を積極的に行う

被害者が早期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす

その他

（％）

男女間における暴力
暴力をなくすためには何が必要だと思いますか。

女性 男性

5

8.9

5.9

7.9

2

8.9

18.6

16.8

8

15

12.4

10.6

2.7

1.8

10.6

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

性的な冗談を言われたり、からかわれた

容姿や身体的特徴について不快感を覚える話題をされた

結婚や出産などに関わることで必要以上に質問された

「男のくせに」「女のくせに」などと言われた

宴会などお酌やデュエットを強要された

不必要に体を触られた

交際を強要された

性的行為を強要された

その他

（％）

ハラスメント被害を受けたことがありますか。

女性 男性
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今後の課題と取組方策について 

問 20 「男女共同参画社会」を実現するために、今後、智頭町ではどのようなことに力を入

れていくべきだと思いますか。次の中から３つまで選んでください。 

 

34.7

15.8

16.8

20.8

33.7

26.7

34.7

14.9

7.9

7.9

5

34.5

19.5

24.8

30.1

40.7

31

46

14.2

10.6

8

2.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

男女共同参画の視点から慣習の見直しや広報・啓発を進める

小地域学習会等で、男女平等の視点で教育や学習を進める

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を充実する

保育施設・サービスや子育て支援を充実する

介護が必要な高齢者や病人の施設やサービスを充実する

労働時間短縮や休暇取得方法の検討等、働き方改善を推進

子育てや介護中であっても仕事が続けられるように支援する

町の審議会委員や管理職等、政策決定に女性を積極的に登用

ひとり親家庭の生活の安定

相談事業等（DV、セクハラなど）の充実

その他

（％）

男女共同参画社会を実現するために、今後智頭町でどのような

ことに力を入れていくべきだと思いますか。

女性 男性
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